
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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令和８年度　　　　　地歴公民科　　「世界史探究」シラバス

教科書

単元名

　世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、文化の多様性・複合
性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって、歴史的思考力を身につける。また、共通テストで８割以上の得
点が取れる基礎学力を定着させる。

中間考査

評価の材料等

中間考査

アジア諸地域の帝国 欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容について，
資料を読み取り，理解する。

学習項目 学習内容や学習活動

諸地域の歴史的
特質の形成

古代文明 古代文明が後世に与えた影響を理解する。

西アジアと地中海世界 西アジアと地中海世界が後世に与えた文化的重要性
に注目し、その課題を探求する。

西アジア・地中海周辺の
変動とヨーロッパの形成

現在のヨーロッパ世界につながる基本的な要素を考
察し、発展させる。

評価の材料等

産業革命と大西洋革命 産業革命が与えた影響を理解する。

学習内容や学習活動

帝国主義の到来を予見し、その影響に思考を巡らせ
る。

古代中国諸王朝と中央ユーラシアとの関係を考察す
る。

南アジアと東南アジア 古代インド諸王朝が東南アジア世界に与えた影響に
ついて、理解する。

諸地域の交流と
再編

イスラーム圏の拡大と
ヨーロッパ社会の変容

イスラーム世界を客観的にとらえ、ヨーロッパとの
関係性を考察する。

中央ユーラシアと諸地域
の交流・再編

中央ユーラシアに注目することで、グローバルな視
点で歴史を俯瞰する。

3 学科・学年・学級 第３学年選択者

副教材等 浜島書店「アカデミア世界史」実教出版「世界史探究」

単位数

期末考査

第
１
学
期

諸地域の結合と
変容

近世ヨーロッパの形成と
展開

地球規模での変容が訪れつつあることを実感する。

大交易時代

第
2
学
期

第
2
学
期

単元名 学習項目

近代ヨーロッパ・アメリ
カの国民国家

地球をおおう帝国主義と
世界諸地域の抵抗

・定期考査
・課題レポート
・授業内ワークシー
ト

・定期考査
・課題レポート
・授業内ワークシー
ト

大交易時代が世界に与えた影響を理解する。

帝国主義がもたらした功罪について考察する。

東アジアと中央ユーラシ
ア
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３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3観点から評価規準に従い，総合的に評価する。

できるだけ、きれいなノートを心を込めて丁寧につくってください。世界史の授業が終わった時、そのノートが受験の役に立
つだけではなく「一生の宝」になっているようにして欲しいものです。大学受験科目に世界史があろうがなかろうが、この
「世界」の一員として生きる限り、必ず「世界史」は学ばなくてはいけません。受験生も必死に受験勉強として世界史に取り
組めば、そこに大学合格以上の大きな人間的成長があるはずです。

第
3
学
期

地球世界の課題 冷戦と現代社会

主体的に学習に
取り組む態度

世界の歴史の展開についての基本的な事柄を、総合的に理解し、その知識を身につけ、諸資料から歴
史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に着けている。

世界の歴史の展開から課題を見いだし、国際社会の変化を踏まえ、公正に判断して、その過程や結果
を適切に表現している。

世界の歴史の展開に対する関心と課題意識を高め、意欲的に追求し、国際社会に主体的に生きようと
する。

期末考査

科学技術の時代と知識基
盤社会

現在の社会が抱える諸問題にも思考を発展させる。

世界経済の展開

思考・判断・表現

学年末考査

知識・技能

第
2
学
期

第二次世界大戦と戦後の
国際秩序

第一次世界大戦と諸地域
の変容

世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまでの経
緯について，大衆とマスメディアの関わりに着目し
ながら，資料を読み取り，理解する。

冷戦構造の形成と，国連を中心とする平和へ向けた
新たな国際秩序について，日本と関連付けながら資
料を読み取り，理解している。

・定期考査
・課題レポート
・授業内ワークシー
ト

・定期考査
・課題レポート
・授業内ワークシー
ト

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第一次世界大戦の原因と、その影響を考察し、さら
に探求する。

紛争や共生、経済格差の
是正や経済発展

現代社会が抱える問題に主体的に取り組もうとする
姿勢を持てるようにする。

グローバルな視点で世界経済の動向を考察する。


